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書き損じはがきと鉛筆寄贈式～箕面市立豊川南小学校５年生より～ 

 2015 年２月 11 日、箕面市立豊川南小学校の 5 年生より、えんぴつと

書き損じハガキを寄贈していただきました。 

5 年生の子どもたちは、『みんなおんなじ地球人』という総合学習を２学

期から続けてきました。「ハラル食品」についてゲストと共にワークショッ

プで学習したり、自分の興味をネットな

ど様々な手法で調べたりし、保護者のみ

なさんにも自分たちの思いをプレゼンで

伝えたそうです。そんな活動の中から、「自分たちも世界のために役立

つことをしたい…」という思いが生まれ、箕面ユネスコとのつながりが

「寄贈式」として形になりました。 

当日は、箕面ユネスコ協会事務局長の岡修さんが、1 月に訪れたタイ

で出会った子どもたちの様子を伝えました。現地の様子や子どもたちの

写真もたくさん紹介されました。実行委員の子どもたちからの思いをこめた言葉とともに、驚くほどたくさ

んの書き損じはがきと鉛筆を受け取りました。５年生の子どもたちが全校に呼びかけて一生懸命集めてくれ

た大切な品です。書き損じはがきは、日本ユネスコ協会を通して「世界寺子屋活動」に生かすこと、鉛筆は、

箕面ユネスコ協会メンバーが直接フィリピンのスラムで生活

する子どもたちに贈ることを、５年生みんなに約束しまし

た。後日、フィリピンに滞在していた箕面ユネスコメンバ

ー中嶋 嘉伸さんの手を通し、フィリピンの子どもたちか

ら豊川南小学校に、「ありがとう」の心がこもったお手紙

と寄せ書きが届きました。世界にはいろいろな暮らし方を

する子どもたちがいます。より幸せな生活を願って、お互い

に元気をプレゼントしあうことができる、そんなすてきな学びに

関わることができた嬉しいユネスコ活動になりました。      （大浜 淳子） 
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第 5 回 ESD 国際交流プログラム参加報告  

（平成２７年３月２１日〰３月２９日）          報告者 坂口 一美 

日本ユネスコ協会連盟は、三菱東京UFJ 銀行のご協力のもと、

ユネスコスクールと持続可能な開発のための教育（ESD）の普及を

目的に、ユネスコスクールの高校生を対象にユネスコスクール高校

生ESD 作文コンテストで優秀な成績を収められた高校生を、ドイ

ツ・ハイデルベルグ及びフランス・パリ研修に派遣する「ESD 国

際交流プログラム」を実施しています。 

この度、このプログラムの団長就任依頼をお受けし、全国200

数名の応募の中から選ばれたユネスコスクールの高校生６名と 

一緒にドイツ・フランスに行ってきました。             （パリ ユネスコ本部） 

 ＜事業の趣旨＞ 

  持続可能な社会作りの担い手育成を目的に、ユ

ネスコスクールの高校生を海外研修に派遣するこ

とで、日本の若者がさまざまな体験を通して学び

を得る機会を提供する。ドイツのユネスコスクー

ルや UNESCO 本部訪問などのプログラムから、

参加者が UNESCO の理念への理解を深め、 帰

国後に体験したことを校内や地域で発信するなど、

より良い ESD 活動に生かすことをめざしていま

す。   

＜実施概要＞ 

  主 催: 公益社団法人日本ユネスコ協会連盟、株式会社三菱東京 UFJ 銀行   

後 援: 日本ユネスコ国内委員会   

協 力: UNESCO 日本政府代表部、外務省国際文化交流部   

この交流プログラムを三菱東京UFJ 銀行さんが支援してくださって

います〰☆MUFG、三菱東京UFJ 銀行および日本ユネスコ協会連盟は、

被災地への継続的支援として（「MUFG・ユネスコ協会東日本大震災復

興育英基金」奨学金プログラム）両親または父母のいずれかが東日本大

震災により死亡・行方不明となった、小学校に入学する児童へ高等学校卒業時までの奨学金も給付をしてい

ます。 

＜スケジュール、主な訪問先＞ 

事前研修会（於：成田）、ドイツ・ハイデルベルグでは、ユネスコスクール訪問・市内視察 

フランス・パリではユネスコスクール訪問、UNESCO 日本政府代表部、三菱東京 UFJ 銀行パリ支店、 

UNESCO 本部訪問、市内視察（ノートルダム寺院、ヴェルサイユ宮殿、ルーブル美術館） 

＜参加高校生への課題 ＞ 

１．各校の ESD の取り組みをドイツ、フランスのユネスコスクール及び UNESCO 本部にて英語で発表

し、現地参加者と意見交換。  

２．文化交流。 プログラム中は生徒間で役割分担を設け、それぞれが責任を持って担当。 毎日の気付きと

学び、それらに対する自分の考えを記録。 帰国後は報告書を提出。 帰国報告会の開催を行うことです。   



 団長としての決意…プログラムを終えて 

ドイツ・ハイデルベルグ…ライン川とネッカー

川の合流点近くに位置する。ネッカー川及び旧市

街を見下ろす高台にあるかつてのプファルツ選帝

侯の宮廷であった城跡や、ドイツで最も古い大学

ループレヒト＝カールス大学で知られ、世界中の

数多くの観光客や学者を惹きつけている街。 

フランス・パリ…絵画や音楽、ファッションな

どの芸術面において世界をリードする地位にあり、

世界中から多くの観光客が訪れています。 

この国際交流プログラムの団長として、私の最大のミッションは無事故でプログラムを終えることです。 

具体的なテロの計画を示すものはないとしつつも，現在の国際テロ情勢を鑑み、都市部での大規模テロ事件

等が発生する危険性があると考えなければなりません。事件や事故に巻き込まれないために最善を尽す。 

東日本大震災の支援活動をこの4年間行ってきましたが、「津波てんでんこ」の教訓があります。 

海外でも「自分の身は自分で守る」との心構えをもって、その上で実り多い交流となり、それぞれの未来に

繋げていくことを心より望むことを事前研修の折に話をさせてもらいました。と言いつつ、無事帰国し、振

り返るといろいろなことがありました。 

３月 24 日フランクフルトからパリへの移動日に、同日デュッセルドルフに向けて飛行していたドイツ

の旅客機が墜落したため、報道を聞いた保護者の方からの問い合わせに対応する生徒もおり騒然としました。

少し緊張しましたがテロではないとの事で、問題なく終えることができました。 

国連ユネスコ本部では日本ユネスコ協会野口理事長の後方支援もいただきながら、加えて運もよく、ユネ

スコ本部ボコパ事務局長にお会いすることができました。全員が心に残る出会いとなったと思います。 

ドイツ・フランスで訪問した学校での交流は短い時間にも関わらずとても中身の濃いものとなりました。 

帰り際に別れを惜しみながら再会を誓うシーンなどは微笑ましい限りでした。 

全国からの応募 200数人から選ばれた６人の高校生、もちろん優秀ですが、皆、英語が堪能というわけ

ではなく、海外はもちろん、町から出たことなく、経験するすべてが初めてで驚きという生徒もおりました。 

英語でのプレゼンは難しく、滞在するホテルで夜は、私の部屋に全員集合し何度も添削と練習を繰り返し

ました。思わず涙する生徒もおりましたが、互いに励まし、アドバイスをしながら協力してよいものに仕上

げていこうとする姿勢、回を重ねるごとに自信をもっていく姿をかたわらで見てとても感動しました。 

 今回のプログラムに参加し、なによりも自分自身も何かしたいと思うことができました。すでに半世紀生

きてきて、これから何ができるかわかりませんが、参加する機会を与えて頂いたことに心より感謝いたし、

この思いをこれからのユネスコの活動へ何らかの形で生かしてまいります。 

ESD 国 際 交 流 プ ロ グ ラ ム 

spinoff アルバム 
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世界寺子屋運動 箕面ユネスコ版 ―５－ 

電気が無くても、目は輝いていました！ 

マニラからハイウエー急行バスで北西に約６時間、さらに現地でチャータ

ーした小さな漁船で３０分のところにマガワラ島はある。島民は５００名ほ

どで、徒歩で一周２時間ほどの小さな島。 

小学校しかなく、中学校は隣の本島パラウインまで先にチャーターした小

さな漁船で通う。 

日用品を手に入れるのも向かいの本島のパラウインまで買い出しに行く。

文房具を扱う店もなく、小さな駄菓子屋が集落に一軒あるだけである。 

年配の人たちの漁と若者たちのルソン島方面への出稼ぎで生計を立てて

いる。電気がなく不自由だろう思っていたが、若者の半分以上が携帯電話を保持している姿や、元気な子どもた

ちとの生活では、不思議と不便さは感じさせない。 

３００本ほどの鉛筆を配るときは、大きな歓声と先を争って手に入れようとする子どもたちで収拾がむずかし

いほどであった。そんな子どもたちも私の「イサ ライン」という掛け声で見事に整列するから不思議な気持ち

させられた。中には生まれたばかりの赤ちゃんの分まで手に入れようとする若い母親もいて、微笑ましく感じさ

せられた。大事そうに鉛筆を抱えて微笑む笑顔は、タイ・ミンブリーの子どもたちと同じ表情だ。 

来年も豊川南小学校の５年生の子どもたちが集めてくれた鉛筆を持参し、いっぱい話をしたいと思っている。                       

（中嶋 嘉伸） 

 

 

箕面ユネスコ協会からのお知らせ！ 

     ５月２4 日（日）箕面ユネスコ協会総会 午前 10 時〰 会場 萱野小学校 

     ６月 6 日・7 日 ユネスコ全国大会 ｉｎ和歌山 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊会費の納入について 

会員の皆様へ会費の納入のお願い（まだ平成 25年 8 月現在、会費未納の皆様へ） 

※年会費は一般会員、年 3.000 円。学生会員、1.000 円 

振込み先：箕面ユネスコ協会  銀行名：ゆうちょ銀行  金融機関コード：9900 

店番：408  預金種目：普通  店名：四〇八（ヨンゼロハチ） 

口座番号：5829689 


